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ニュ　ー　メデ　ィ　ア班
～　レジス・ドブレと星☆★☆をみあげて　～

大　野　静　香

白　石　次　人

柏　井　茂　幸

塚　原　加　奈　子

村　石　美　羽

1． レジス・ドブレ「イメージの生と死」

　映像圏
・ビジュアル時代における方程式――　可視＝リアル＝真理

「我々は道具の発明によって＜おのれの眼を信用する＞ことをゆるされた文明」

←あらゆる物事の可視化

外部へと向かう実用性の恩恵の代償
・　内面における象徴へのある種の無分別

· 理想郷の領域削減

→不可視のものの現実性の消失

2． ①共通認識は、地層に例えられる。

共通認識
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　個　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家族における共通認識


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界的な共通認識

②メディアの効用

　　　　Ａ　ある階層からある階層のフラット化

Ｂ　新しい常識の作成

　　　　　　　階層の崩壊や、階層の入れ替えがおこる。

　　　　　現実には転倒の可能性がある。

疑問点

· 現実１、星が動く（目の前の事実）　２、今は授業の時間だ（皆の共通認識）　

この種類の違う二つのものを現実と呼べるのか？

現実の境








